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１
１

一
芭
蕉
翁
眞
跡
集
序

I
－－－.

‐蒼
頽
密
を
作
て
天
粟
を
ふ
ら
す
。

さ
れ
ば
も
ろ
こ
し
の
張
義
之
王
献
之

此
國
の
奪
回
愈
籾
親
王
を
始

奉
り
，
其
道
に
ふ
け
る
罐
は
、

礎
學
の
窓
に
氷
を
煮
て
墨
摺
‐

し
も
鰹
に
筆
を
た
つ
ろ
、
む
ぺ
な
る

か
な
。
硯
の
癖
も
終
に
鑑
て
不
朽
の

た
め
し
な
ら
ず
さ
い
へ
香
も
、
水
垂
の

岡
の
眞
砂
路
に
は
烏
の
跡
た
ゐ
す
。

亡
人
の
か
た
み
是
に
ま
さ
れ
る
も
の

な
し
ざ
ぞ
。
そ
も
い
に
し
へ
よ
り
、

詩
歌
迩
俳
の
逹
者
，
鰯
佛
刺
の

高
畢
を
も
、
其
徳
を
仰
ぎ
其
人
を

寺

、
し
た
ふ
に
は
，
多
く
筆
の
跡
を
敏
み

貴
家
に
も
床
上
の
飾
も
の
ミ

し
た
ま
ふ
。
鐙
に
俳
聖
芭
蕪
庵
の

翁
，
世
を
難
波
津
の
芦
に
枯
臥
て

み
じ
か
き
夢
を
兇
果
給
ひ
て
よ
り

星
報
い
ま
だ
百
の
數
な
ら
ね
ぎ
り

此
迩
の
す
き
も
の
き
も
は
、
色
紙
短
冊

戒
は
綴
蛍
成
は
女
の
は
し
ノ
ー
ま
で

銃
ひ
求
て
家
珍
さ
す
。
故
に
文
字
の

あ
や
し
う
假
名
の
発
東
な
き

た
ぐ
ひ
も
お
こ
な
は
れ
て
，
千
載
の

翁
に
罪
輩
ら
す
る
も
少
か
ら
ず
・

水
上
亭
の
主
人
桃
鏡
ｒ
此
事
を

年
頃
う
ら
み
‘
我
象
の
鯛
底
を

ほ
ら
ひ
、
遠
９
は
女
に
乞
う
け
、
近
き
は

み
づ
か
ら
臨
鷺
し
て
，
門
地
の
吟
を

は
じ
め
鑓
寄
に
い
た
る
ま
で
四
十

齢
章
，
お
ほ
む
ね
年
齢
の
時
を

は
か
り
、
句
あ
り
文
あ
り
、
叉
害
嘗

マ
、

あ
り
。
是
を
淨
砿
理
の
鏡
こ
せ
ば
，

彼
此
鍵
あ
き
ら
か
な
ら
ん
。
予
も

此
な
げ
き
あ
さ
か
ら
ね
ば
、
桃
子
に

か
は
り
て
母
昭
廠
が
跡
を
し
ｆ
ひ
，

恵
井
彫
工
が
雫
を
備
り
て
梓
に

ち
り
ば
め
，
酋
縦
翁
興
跡
集
さ
名

づ
く
。
聡
呼
此
翁
の
風
晦
を
探

ら
ん
人
は
、
ひ
ら
ひ
て
句
中
の
花
を

お
も
ひ
，
女
中
の
鷹
を
お
も
ふ
く
し
菖
‐

明
和
元
年
甲
申
十
月
十
二
日
、

一室

勺 。
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持
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交
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に
く
は
し
く
じ
る
寸

東
郁

一
淌
息
昨
口
は
御
兇
舞
川
村
氏
慎
屯

東
都

一
淌
息
今
側
畏
次
郎
殿
村
畑
氏
按
貢

東
郁

一
伺

賓
撫
院
さ
申
僧
倉
林
氏
埋
申

一
小
切
ほ
さ
患
き
す
む
つ
き
は
住
岡
蝿

境
失

一
同
か
ま
く
ら
は

附
剛
氏
〃
回

度
Ｉ

●
一
涜
血
乙
洲
く
↑
り
１
１
７
１
氏
丸

叩

一
紺
色
ぞ
の
刀
ね
り
‐
Ｔ
・

肌
■

４
，
廊
甲
ｇ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｇ
ｖ
ｒ

深
川
要
津
獅
寺
の
碑
前
に

頓
首
再
舜
し
て
番
。

雪
中
庵
蓼
太

園
圏

－－

同同

京

一
短
珊
古
池
増
山
氏
山
只

蛙
屏
風
之
総
頭

東
都

一
同
か
ら
崎
松
村
氏

一
同
花
の
雲
埼
山
氏
山
只

東
都

一
同
花
の
雲
伸
氏
双
畿

一
小
短
朋
原
中
や
松
村
氏

一
短
肌
父
母
の
松
村
氏

一
謡
賛
は
る
も
や
準
同

衝
略
、
印
あ
り
除
し
之

東
都

一
機
物
菊
の
香
や
住
岡
氏

焼
失

一
短
珊
眉
は
き
を
増
山
氏
山
只

一
同
名
月
や
松
村
氏

一
色
紙
初
し
く
れ
同

一

同

目
録

0

』 」

ノ

k
瞳】 ■ 1 ．

門1

下
縄

笠
島
や
岩
立
氏
眠
江

印
あ
り
除
し
之

側
轆
細
氏
桃
舟

す
る
か
路
や

田
植
伺

■

ｈ
β
）
都
１

１
″
ｆ
ｊ

言
月

大
I

１
１

一
同

鴬
月
十
六
日

松
村
氏

前
後
我
線

鮒
交
響
恥
錘
瞬
い
か
ら
』
卿

一
同

一
淌
息
獅
貞
無
．
仕
合
・
も
の
松
村
氏

前
文
辱

蔑
■

一
句
〆

牧
氏
止
啓

印
あ
り
験
し
之

女
簸

一
緋
匪
砺
、
夢
像

油
塞
畢
店
云
交
訶

印
あ
り
験
し
之

一
『
術
物

松
村
β

『
遺
歌
伊
‐
４
脇
１
１
犬
０ｈ

日
小
ｊ
岡
渉
ｌ
断
，
帥
ｊ
ｌ
リ
ー
Ａ
Ｐ
，

以
１

，
■
Ｉ

Ｉ
Ｊ
４

Ｊ

“
ノ

ｆ
も
Ｑ

日
々
ｆ
〆

卜
彦
Ｐ

■
Ⅱ
１

一
同

住
つ
か
ぬ

同

一
小
切
溢
の
へ

佼
岡
氏

焼
失

一
小
短
珊
野
さ
ら
し

松
村
氏

東
都

一
色
紙
い
か
め
し
き
償
恋
庵

東
都

一
識
讃
築
は
た
け

何
某

焼
失
鷲
嘘
．
印
あ
り
除
し
之

翁
之
＃
柵
澗
棚
噸
柵
一
《
岬
榊
狐
一
躍
臘
鯛

一
小
切
衣
か
へ

東
都

一
大
色
紙
野
を
機
に

臓
岡
氏
瀧
珊

謬
義

一
小
切
く
す
の
無

毒
；
鬘
讓
附
鰄
篭

一
議
識
く
す
の
漉

一
自
議
讃
く
す
の
蕊
松
村
氏

寄
略
心
印
あ
り
蕨
し
之

一
同
き
く
鰯
碩
同

衝
略
、
印
あ
り
験
し
之

書
略
ｂ
印
あ
叫
鋤
測
琵
馬
潅

一
同
夜
す
か
ら
や

胤
綱
＃
剛
氏
栢
子

、

一
‐
横
物
夏
は
あ
れ
ざ

印
あ
り
除
し
之

〃

。
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意
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も
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の
朝
超

元
藤
七
‐
五
月
雨
に

降
こ
め
ら
れ
て
あ
る
じ
の

も
て
な
し
Ｌ
心
う
こ
き
て
、

聯
筆
さ
る
催
に
な
ん

ふ
た
み

ぅ
↑
が
と
《
な
う
し
ほ
の
花
も
畑
の
は
る

元
誹
叩
症
Ｅ
１

い
ふ
人
の
も
ざ
に
あ
り
て
、

ち
さ
は
ま
だ
青
ば
な
が
ら
に
な
す
び
汁

さ
み
だ
れ
の
鍵
吹
お
き
せ
大
井
川
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さ
ぞ
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入
皇
御
念
↑
上
旬

貴
様
御
名
を
御
嘗
裁
成
俄
て
，

御
懇
意
の
方
へ
御
竃

被
匠
遺
、
遁
事
詮
仙
擦
に
奉
し
袈
鱗
。

御
簸
中
の
嵐
僻
鮪
舩

不
⑲
刷
鶴
ｋ
し
，
集
Ｔ
讃

‘ 4
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0
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0

播
堆
面
伊
て
、
町
し
易

御
心
‐
０
俳
耐
い
力
槌
被
叱
倹
“
‐
、

定
て
亥
來
折
Ｉ

御
Ｐ
舳
半
杓
候
少
々

職
仙
Ｉ
て
も
伽
兇

１

今く

函
剛
ｏ
ｒ
毛

乙
洲
下
り
候
て
一
輪
教
》

啓
進
候
。
愈
御
無
事
に

御
勤
杜
０
候
哉
、
久
々

絶
僕
侯
て
御
物
遁
罷
過
候
。

拙
者
持
病
が
ら
に
て

暮
険
へ
北
‘
露
命
は

煮
唯
面
ｒ
て
、
可
」
易

か
ま
く
ら
は
括
て
出
け
む
は
つ
が
つ
ほ
は
せ
を

〃

I

』

I

，
ａ
’
八

尤
遜
謹
御
座
候
へ
共
‘
段
々

無
』
稲
遼
』
輔
達
働
○
久
令

伊
賛
に
鐘
鷲
岐
、
便
り
も

不
鯵
識
俄
。
擁
心
元
元
敬
作
慨
・

急
勧
錘
汎

Ｉ
蜘
動
、
叩

蒙
内
棚
岬
掌
ｔ
‐
抑
川
１
．
叫

承
ｒ
洲
１
１
の

営
ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｉ

１

Ｊ

'

■
一
■
Ｐ
Ｉ
寺

P

■

『

』
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8

保
生
佐
太
夫
三
吟
に

老
の
名
の
右
共
し
ら
で
四
十
か
ら

少
誇
の
尼
の
歌
の
餘
備
に
懐
。

棄
堂
菊
剛
に
遊
び
て

菊
の
篠
や
庭
に
き
れ
た
る
沓
の
底

野
馬
ざ
云
も
の
四
吟
に

金
屏
の
松
の
古
さ
よ
冬
篭
り

鴬
贋
く
他
見
被
修
成
ま
じ
く
候
○
遁
て

俳
畿
學
可
し
懸
御
目
候
○
乍
去
當
冬
は

猶
あ
さ
ｊ
追
可
二
申
承
《
候
○

か
し
く

十
廿
二
日

は
せ
を

？

洞
水
丈

●

0

然
ば
發
句
の
砺
御
申
礎
候
○

彼
方
へ
御
見
や
け
に
成
候
機
の

よ
ろ
し
き
句
も
無
し
之
候
へ
共
、

御
申
澄
故
此
句
申
進
候
。

馬
方
は
し
ら
じ
時
雨
の

大
井
川

如
し
此
御
座
侯
。
い
か
暗
候
哉

？

他
見
被
心
成
ま
じ
く
候
○
遡
付

髪
元
遜
留
の
句
共
可

し
懸
二
御
目
一
候
。
早
々
御
状
御

こ
し
可
し
被
し
成
候
。
其
元
雨
替

丁
か
、
す
る
が
丁
酒
店

候秋御長 叩に
大
阪
に
至
砿
て
，
澗
堂
方
に

披
宿
何
假
に
足
を
ざ
瞳
め
候
。

名
月
は
伊
賀
に
て
見
申
候
。

透
句
は
飛
て
可
し
懸
星
御
同
一
候
。

菊
の
香
や
な
ら
に
は

古
き
佛
鑓

菊
の
香
や
な
ら
は
幾
代
の

男
ぶ
り

び
い
ざ
啼
尻
醇

悲
し
漉
の
鹿

い
ま
だ
何
躰
難
レ
定
候
。

て
稻
寺
や
十
兵
へ

も
の
、
愛
元
伊
丹

兵
へ
店
に
て
候
て
、
早

左
右
承
度
候
。
子

の
集
被
催
候
や
、

は
腱
愛
元
の
俳
譜
一

１

’一

稚左珊々屋さ

？

あ
ひ
可
し
申
似
勿
煎
遡
叩
し
被
レ
ト
曲
．

遜
く
て
も
＃
る
し
力
ら
ず
ｊ
”
‐
能
便
宜

少
々
町
し
懸
御
な
銚
万
蝿
Ⅱ
あ
ゐ
茶

入
用
に
て
別
て
よ
る
ひ
叩
＆

〃
Ｉ

五
老
井
の
あ
つ
唖
も
側
鍼
け

善
鵬
へ
連
耽
｝
通
此
胱
の
み
’
て
‐

大
が
今
大
阪
へ
も
↓
ま
が
初
亘
が

挺
輪
不
修
教
候
叩
瀧
γ
女
掌
の

前
後
は
ゆ
づ
り
候
て
，
御
伽
遍

可
し
被
Ｆ
ｆ
ｏ
常
年
の
土
琳
臥

孵
り
後
○

ｔ
方
遥
槍
色
紙
，
ま
ｆ

凋
祇
鼎
鱗
由
、
茜
て
可
叩
Ｅ
Ｌ
Ｊ

將
叉
此
度
石
州
，
也
師
川
枚

被
鯵
懸
御
芦
、
搾
・
効
罰
し
凸
風

相
手
に
可
し
錫
物
無
一
御
座
一
帳
へ
ば
・
俳
臓
も

成
申
ま
じ
く
候
。
贋
き
江
戸
に
和
季
の

な
き
も
無
の
雄
に
存
候
。
鴬
方

無
し
悪
、
五
句
付
鋤
取
脾
の
臓

を
椚
躰
に
倹
，
叶
脾
の
蛎
椚

砿
た
ら
ん
鍵
、
初
て
俳
婚
は
や
り

町
し
巾
候
。
い
づ
〃
へ
も
久
々
総
嘗
瀞

守
℃

か
競
ら
ず
、
残
念
不
鯵
少
嫁

さ
て
は
滋
様
・
に
も
近
々

田
舍
へ
御
下
向
の
由
、
段
々

寒
氣
に
趣
候
て
、
御
菩
身

千
万
に
存
傾
。
随
分
御
達
者
に

？

頓
て
の
御
上
京
ま
ち
ま
ゐ
ら
せ
侭
で

下
し
可
、
申
舶
Ｉ
ｙ
筋

別
醐
峨
炭
機
ｒ
ｌ

色
め
き
わ
ｆ
ｂ
仙
綱
唾

共
手
柚
動
兇
せ
１
は

桃
隣
に
も
師
恩
皿
渉

ず
ぺ
牝
》
わ
き
ま
・

御
巾
脚
検
ぺ
く
ｒ
ｈ
ｒ

俳
階
俄
Ｌ
側
Ｉ

専
沙
汰
に
て
彼
，
念
鈍

早
々
力
以
上
力

に
て
。

近此

在中
九
″
十
日

杉
風
様

〆

へは

御
将
被
し
下
候
礎
ｖ

詮
候
て
，
御
め
に

イ

力
は
せ
を
ロ
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十
六
日
好
齋
老
言
な
ら

ち
や
に
て
御
出
合
候
由
、
御
な

つ
か
し
ぐ
候
・
好
齋
老
へ
も

此
た
ぴ
歌
数
多
く
候
て

延
引
，
重
て
可
二
申
達
一
候
。

御
心
得
被
し
成
可
し
被
し
下
候
。
深
川

の
様
子
具
に
重
て
御
申

こ
し
可
し
被
レ
下
候
。

一
二
郎
兵
備
道
中
逵
者
に
て

拙
者
苦
勢
に
も
な
り
不

申
、
能
つ
さ
め
申
候
。

し以
上
。

壬
五
月
廿
一
日
．

は
せ
を

猪
兵
衞
様

一
桃
隣
い
か
毎
相
被
し
勤
候
や
、

タ
ペ
カ

に
も
給
あ
き
申
候
。
以
上

十
月
九
日
は
せ
を

許
六
雅
丈

幸
便
啓
上
、
い
か
瞳
被
し
成
候
哉
さ

御
懐
欺
而
己
に
候
。
御
老
母
嫌

？

御
内
御
子
逹
御
息
災
に
御
入

被
賜
成
候
哉
、
承
度
奉
レ
存
候
○
拙
者

奮
冬
甚
寒
殊
の
外
痛
候
へ
共

頃
日
は
又
々
常
の
通
に
居

申
候
間
、
定
て
當
年
中
に
は

懸
一
御
目
一
候
て
可
レ
有
二
御
座
一
候
・

何
さ
ぞ
ノ
ー
御
堅
固
成
様
に

被
し
戒
、
今
一
度
再
會
御
待

可
修
被
膿
下
候
。
拙
者
も
随
分
保

稚
致
候
て
、
懸
墨
御
目
一
度
存
候
。

？

加
右
術
門
殿
無
し
芯
御
勤
被
レ
成
候
哉

北
鯉
子
御
兄
弟
無
事
に

候
哉
、
承
度
存
候
。
定
世
事

御
く
る
し
み
可
し
被
し
成
さ
是

叉
心
を
い
た
ま
し
め
候
。
御

心
得
成
可
し
被
レ
下
候
。

事
の
み
く
ざ
く
か
へ
す

人
１
逢
申
度
よ
し

被
し
申
、
難
儀
い
た
し
候
。

則
平
兵
へ
源
兵
へ
殿
書
肢

相
届
候
。
委
く
跡
が
可
二

申
池
》
候
。

■

凸

俳
譜
師
五
句
付
候
事
に
付

閉
門
俳
階
ざ
た
，
ひ
つ
し
ｂ

さ
蛭
に
観
か
け
た
る
樵
に
候
。

然
に
段
々
拙
考
口
か
ら

申
上
せ
候
も
無
の
嘩

故
不
し
具
候
。
ケ
様
の
虚

唯
寅
を
不
し
動
故
ざ

合
黙
を
致
，
む
ざ
さ
し
た
る

出
合
曾
等
心
持
可
膨
有

旨
、
桃
隣
へ
御
物
が
た
り
可

》
被
し
成
候
。

一
市
之
進
殿
御
無
亭
に
候
哉
，

可
レ
然
御
意
得
頼
度
候
。

一
此
方
京
大
阪
貧
乏

弟
子
も
か
け
あ
つ
ま
り
，

日
々
宿
を
喰
つ
ぷ
し
り

一
膳
所
御
親
類
中
へ
も

被
二
仰
遺
一
候
由
、
御
知
人
に
御
成
可

彫
被
し
攻
よ
し
、
被
修
入
し
念
候
へ
共
閣

去
秋
の
比
４
膳
所
へ
も
し
か
人
、

不
し
参
、
大
津
京
鐙
に
遊
び

居
申
候
故
、
い
ま
た
ｆ
’
柵
御
厭

尤
爲
峰
指
用
事
も
無
御
幽
横
故
、

鴬
迩
に
致
候
。
喬
御
袋
様
な
さ
へ

の
恥
に
も
成
可
レ
申
候
は
ｒ
、
頂
て

御
め
に
か
む
０
Ｆ
ｈ
可
‐
巾
使
・

以
ｋ
ｏ

二
月
十
三
日

芭
蕪

胤
蘭
雅
丈

一
営
月
十
六
日
加
茂
へ
参

平
兵
へ
に
一
宿
、
御
袋
樵

源
兵
へ
殿
あ
れ
ご
な
き
へ

逢
申
、
御
袋
御
無
事
に

御
入
候
。
さ
れ
共
四
年
以
前

ふ
は
よ
ほ
き
ざ
し
も
御

寄
、
耳
も
通
く
被
し
成
候
。

あ
れ
ご
ざ
ふ
た
り
蛍
機

暑
氣
の
節
短
夜
言

云
、
曾
も
心
の
ま
麹
に
は

成
申
ま
じ
く
候
。
杉
風

子
珊
心
に
た
が
は
ざ
る

標
に
、
責
を
御
つ
ざ
め
膜

へ
ざ
御
申
可
し
被
し
成
候
。
京
都

b

一
一

－
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守
レ
ロ
如
レ
瓶
防
レ
心
如
レ
城

芭
蕉
翁
書

一
榮
順
尼
鮠
可
坊
情
ふ
か
き
御
人
也
。

一
伊
兵
衛
に
申
候
。
當
年
は
涛
貞
蕊
に
付

色
／
－
御
骨
折
、
面
談
に
御
漉
さ

存
候
所
、
無
二
是
非
一
事
に
候
・
残
２
二
人
の

義
共
十
方
を
失
ひ
、
う
ろ
た
へ
可
し
申
候
。

好
齋
老
な
言
御
棚
談
被
レ
成
，
可
し
然
了

簡
可
吟
有
候
。

一
好
齋
老
よ
る
づ
御
懇
切
，
生
前
死
後

一
一一

大
笑
ひ
致
く
ら
し
申
候
。

一
理
兵
衛
細
工
無
』
之
時
分
、

せ
め
て
煩
不
し
申
様
に

御
氣
を
可
し
被
し
付
候
。
右

の
通
毒
貞
に
も
御
申

き
か
せ
可
し
被
し
下
候
。
お
ふ
う

夏
か
け
て
無
事
に
候
哉
、

様
子
具
に
御
申
越
可

レ
被
し
成
候
。

一
宗
波
老
庄
兵
へ
殿
へ
も

御
心
得
可
し
被
し
成
候
。
定
て

好
・
齋
老
た
へ
ず
御
見

舞
可
し
被
し
下
さ
存
事
に
候
。

追
て
以
二
書
状
一
可
し
得
二
御
意
一
候
・
以
上

六
月
三
日

桃
青

膳
兵
へ
様

雌
し
忘
候
。

涛
貞
無
二
仕
合
一
も
の
、
ま
さ

お
ふ
う
同
じ
く

不
仕
合
、
言
か
く
難
二
申
識
一
候
○

好
齋
老
へ
別
紙
可
二
申

上
一
候
へ
共
‐
急
使
に
候
間
，

芭
蕉
桃
青

諸
龍
停
止

出
合
謹
近

但
諜
先

一
句
一
直

雲
月
華
一
句

右
三
ケ
條

愁
式
也

芭
蕪
庵
桃
青
謝
し
之

I

面
上
に
御
鯨
不
し
申
、
残
念
の
事
に
存
候
。

－
貴
様
病
起
御
養
生
随
分
御
勉

可
し
有
候
。

一
桃
隣
へ
申
候
再
令
不
レ
叶
可
鯵
被
ニ
カ
落
一
候

彌
杉
風
子
珊
八
草
子
よ
ろ
づ
御
投

か
け
，
兎
も
角
も
一
日
募
意
可
し
存
候
○

元
鰍
七
年
十
月

支
考
此
度
前
働
瀦
深
切
責
を

被
し
雛
候
。
此
段
頒
存
候
。
庵
の
伽
は
則

出
家
の
蕊
に
候
間
鑓
し
候
・

は
せ
を

此
害
朕
一
所
に
御
寛

被
下
候
様
に
頓
存
候
。

萬
事
御
肝
煎

御
糀
御
出
し
の
段
々
、

先
書
に
も
申
來
，
籾
今

辱
や
誠
の
ふ
し
ぎ
の

緯
に
候
○
此
御
人
紙
砿
倹

も
、
ヶ
機
に
可
」
有
端
さ

被
膨
存
候
。
何
事
も
ノ
ー

夢
永
催
ろ
し
の

世
界
、
一
言
理
く
つ
は

無
し
之
候
。
ざ
も
か
く
も
能

様
に
御
は
か
ら
ひ
可
し
被
し
成
核
。

理
兵
衛
も
う
ろ
た
へ
可
囎
巾

候
て
、
さ
く
言
黛
を
し
づ

め
さ
せ
、
取
乱
し
不
，
申
嫌
に

御
し
め
し
可
障
被
レ
成
候
。
以
上
。

六
月
八
日

機
脊
口

膳
兵
衡
様

僻
墨
十
四

門
蛾
舟

溜
息
集
一
葉
纂
等
懇
参
酌
し
て
之
な
桟
し

且
試
に
句
赦
准
施
せ
り

樋
口
功

〃

一

重
一
一
一

寺
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